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2 6  くまもとの水産業

水産業の特徴は？
　熊本県では，有明海，八代海，天草の西側の海域，球磨川，緑川や菊池

川などの河川が漁場となっています．海で漁業を行っている人の数は平成

25 年で約 7,000 人，その 5 年前より 2 割ほど減少しています．熊本県の

漁業の生産量には非常に大きな特徴があります．海の漁業生産量（年間

21,780 トン）に対して，養殖業生産量がその約 3 倍の 61,845 トンに達

しています（図 1）．同じことが，内水面（川や池）の漁業生産量にも当

てはまります．漁業生産量が年間 71 トンに対して，養殖業生産量は約 9

倍の 605 トンに達しています．また，生産額でも，海の漁業では年間約

74 億円を揚げているのに対して，海面養殖業では約 4 倍の 281 億円に達

しています．養殖されているものは高級な種類が多いので，漁獲量に対し

ての生産額の割合が，漁業よりも養殖業の方が高くなる傾向があります．

　熊本県が面する有明海や八代海はいずれも波の穏やかな内湾で，約 2

万 ha にも及ぶ広大な干潟を擁しています．そのため，その干潟や内湾を

使って養殖業が発達してきました．また，遠浅の天草の西側の海も含めて，

沿岸漁業の場としても使われてきました．

図 1  熊本県における平成 24 年の海面漁業の生産量と生産額，内水面漁
業生産量．熊本県農林水産部（2015）1) の情報をもとに作図
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海ではどんなものが養殖されているの？

　海で養殖されている海産物は何？と問いかけると，マダイやブリと答え

る人が多いと思います．最近は，マグロと答える人もいるかと思います．

ところが，熊本県はちょっと違います．それは干潟やその沖合いでノリを

養殖しているからです．クロノリの年間生産量は平成 24 年に 44,382 ト

ンに達し，全国第 4 位の生産量を誇っています（図 2）．もっとも海で盛

んに行われている養殖業は海藻（クロノリ）の養殖で，養殖業生産量全体

の約 7 割を占めています．冬になると，有明海や八代海の干潟にはノリ

ヒビが林立し，ノリがたわわに実り

ます（図 3）．贈答用に使われるノリ

のほとんどは，有明海産のクロノリ

で作られています．

　その他に養殖されている主なも

のは，マダイ（8,154 トン），ブリ

（6,068 トン），真珠（591 トン）な

どです．この中で，マダイは愛媛県

図 2  熊本県における平成 24 年の
海面養殖業の種類別生産量 1)

図 3  たわわに実ったノリ
（熊本市緑川河口干潟にて）

図 4  生け簀で養殖されるマダイ
（天草市楠浦にて）
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についで全国第 2 位の生産量を揚げ

ています．また，その他に含まれて

いますが，クルマエビの年間生産量

は 302 トンに達しています．国内生

産量としては第 3 位ですが，活きク

ルマエビは最高級品として珍重され

ています（図 5）．実は，日本のクル

マエビ養殖業の発祥の地は天草にあ

ります．明治 38 年，現在の上天草

市の維和島で，天然の稚エビを海岸沿いの養殖池で育てたことに端を発し

ています．その伝統が今に続いています．

　

海ではどんなものが獲れているの？
　熊本県の漁業は沿岸漁業が中心となっています．漁獲量の上位には，

その沿岸漁業を象徴する種類が並んでいます．平成 24 年の年間漁獲量 

21,780 トンの中で，第 1 位はイワシ類（カタクチイワシ，ウルメイワ

シ，マイワシ）の 7,397 トンで，全体の 34.0% を占めています．第 2 位

はアサリ類です．平成 24 年には 1,167 トンが干潟から漁獲されています．

40 年前には，その漁獲量は年間に 4 万トンを超え，日本最大のイワシ漁

場が熊本県にありました．その頃と比べると 1/20 以下の漁獲量になって

いますが，これを回復させるための様々な努力が続けられています．

　漁獲量第 3 位は，おそらく他県の方だけでなく，熊本県にお住まいの

方も意外に思われるかもしれませんが，コノシロ（1,541 トン）です（図 6）．

コノシロの漁獲量としては，全国で第 1 位を占めています．特に県南地域

図 5  天草産活きクルマエビは，
日本のブランド食材！ 2)

写真提供：熊本県県南広域本部
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【練習問題】熊本県の海面漁業で獲られている魚介類で，漁獲

量第 3 位はどの種類でしょうか？

  ① マダイ　　　② コノシロ　　　③ アサリ

や天草地域で，コノシロ寿司や南蛮

漬けにして食べられています．みり

ん干しなどに加工したり，上天草市

では卵巣を醤油で甘辛く煮付けると

いう食べ方もあります．同じ種類の

魚ですが，体長 10 cm 程度の小型の

ものは「コハダ」と呼ばれ，江戸前

の握りずしでは珍重されています 3)．

第 4 位はマダイ（868 トン）です．その他，クルマエビが 22 トン獲られ

ています．漁獲量は多くありませんが，熊本県の有明海から天草灘沿岸に

かけて獲られたものは、全国の市場で最高級品として珍重されています．

内水面（川や池）ではどんなものが獲れているの？
　熊本県の内水面（川や池）の漁業で獲られているものは，圧倒的にアユ

です．年間漁獲量 42 トンは内水面で獲られる天然の魚類の約 6 割を占め

ています．養殖量も 133 トンに達しています．また，養殖による生産量

では，マス類（148 トン），ウナギ（136 トン），コイ（22 トン）などが

主な魚種になります．このうちマス類とは，ほとんどがヤマメですが，ニ

ジマス，コイなども養殖されています．

図 6  コノシロ 2)

　写真提供：熊本県県南広域本部
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